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実教出版「First Stage シリーズ 新訂測量入門」（第 1 刷の変更点） 

第 1 刷から第 2 刷以降に増刷するにあたり，本書では下記の通り変更がございます。 

箇所 1 刷 2 刷 

p.4 目次

p.84 3 項タイト

ル

細点部の測定 細部点の測定

p.18

6 行目
1，2 の作業 2 と同様の作業 

p.45

6 行目
測定する機会 測定する器械

p.88

19 行目
0.1 ㎜×Ｍ 以上であればよい。 0.1 ㎜×Ｍ 以内であればよい。

p.108

図 19

（もりかえ点 TP の下にある「No.1＋15.50」を中間点

IP の左肩上に移動する。ほか説明を適切な位置に移

動）

p.109

表 4

（「3.155」を左の青線までずらす） 

p.118

表 17
B～1 B～BM1 

p.131

表 4 の倍面積の式
…Yn－1－Yn＋2） …Yn－1－Yn＋1） 

p.164

図 38

（T と T′の範囲を示す矢印の左側の矢頭のみを削除） 
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p.165 

図 40 
 

（ｅの範囲を示す矢印を削除） 

 
p.165 

5 行目 
ただし，両点とも… 

ただし，既知点Ａの標高はＨＡ＝200.00ｍ，ＡＢ間の斜

距離は L＝3 000.00ｍ，また両点とも… 

p.165 

表 18 
左の表に差し替える 

既知点Ａにおける観測 新点Ｂにおける観測 

鉛直角αＡ＝－0°20′40″ 鉛直角αＡ＝＋0°22′50″ 

器械高ｉＡ＝1.50ｍ 器械高ｉＢ＝1.50ｍ 

測標高ｆＢ＝1.60ｍ 測標高ｆＡ＝1.60ｍ 
 

p.166 

図 42 
 

（ｅの範囲を示す矢印を削除） 

 

p.185 

表 8 
 （別紙の表に差し替え） 

p.208 

図 22 
 （中央の上向き矢印を削除） 

p.216 

図 6 の図の矢印と

「曲線の中点」の

英字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

scant point 

（ｌとｌ’の範囲の矢印を入れ，CL の範囲を BC から

EC に変更する） 

 

 

secant point 
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p.222 

図 11 
 

（ｌの範囲を修正） 

 
p.285 

索引 
前方公会法 前方交会法 

以上 
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別紙 p.185 表 8 

 
 


